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連続無火箋表彰を行日ました′′

平成 31年 1月 21曰 青葉区連合自治会長会会
場において、奈良J`団地連合自治会会長へ、小出区長

16コ闇連続無火贅を達成 l!

|から感謝状の贈呈が行われました.

票良北団地連合自治合は 平成 14年 11月 21ロ

に発生|オ火災を最後に 連続無火災を 16年以上
継続しています。

さらなる連続無火災達成を期待します !!

小日区長から表彰を受ける荼良1獨地連合自治含内田会長

☆連続無火災表彰とは 1?
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`発
生υこ日の雲日を基準日として 世帯数に●し,一 ,

かつたとき、表彰区分に応して表彰しています。

青棄区内の文化財を守ι勝す rr

昭和24年 1月 2C日に、現存する世界最6の木造建造物である洒隆寺(票長県菫鳩町)の金堂が支上嗽 壁回

が焼損U7_ことを機に、 1月 26日は
'文
化財饉火テーJに定められまuF_.

=薬
区内でも毎年 翅 ヒ財を火災等の■8から守るために、消防団や地域住民のか の々価力を得て、消防側I線

を実施していま,
区内で文化財が保存されているのは2ケrrc l月 24日は 「関戸零住宅」の火災を想定{ス 放水]1経
連難誘銅 1絆 通報〕1繹などを実施しました
また、2月 10は 「螢老山真福詢 で、本営及切ヨ国の雑木林に延焼咬 想定で、餃水割練・ 立像の撼出
訂1練などを実施しまυ
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,日青葉消防署長に迎えきした
「

エア South 4本館 lFフ トリウムに
おいて、
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動を実施していただきまし
[kの管撼 お忙しいところありがとうこざいまυこ !

日本体着大学女子ラグビ
‐

平成 31 年度家庭賄資員研修受
講者募集 ′

家庭鮨災員とは !?

防災に関する知臓 技術を与
につける研修で、自,9家

庭を

'る
とともに その知識や技術を伝え、地

'の
「防災力」の向上につなげ

ていくことをB"としています防災力」の|りF‐ン̀′λ:l慧五[:L::モ皇,受籠できます.受構された方に修了証を交●します区内在住て満 15晟以上〈

(原貝」とt2~自治会 町内会長の推隧が必要
になります。)

価 修日程】5月下旬から 10月下旬

【申込方法】嗜栞区室星防
lll員受講申込書」に必要事項を●入し
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